
　8年程前、すぎなみ地域大学で「地域で子育て支援講座」
を受講したのをきっかけに、おり紙を使って子どもと触れ
合う活動が何かできないかと考えました。2008年から杉
並区の児童館や地域祭りなどで、おり紙ワークショップ活
動を始めました。活動したことで、今、子どもたちが大人
と関わる遊びを求めていることを痛感しています。

　友人から教わったバラのおり紙がきっかけです。この素
敵なバラにもっと楽しい工夫はできないかと考え、可憐に
回る「バラの風車」が誕生しました。ワークショップに参
加いただいた皆さまに「バラの風車」をプレゼントして、
たくさんの笑顔をいただいています。
　この「バラの風車」を使って笑顔の輪を広げていきたい、
そんな想いから「幸せを運ぶバラの風車」と名づけました。

　日本を訪れた外国の人達や、難病を抱えている方への
応援（エール）としてプレゼントし、「バラの風車」で笑
顔になれる人を増やしていきたいと思っています。発足か
ら3年間の活動で12,000個のバラを配布しています。

　2012年に団体を立ち上げました。会員は25人です。
　会員から年会費として2千円をいただき、材料費や運営
費として活動を行っています。会員はおり紙を覚えて児童
館でおり紙ワークショップに参加したり、配布用のバラを
覚えて、自宅で作ってストックし、事務局に持ち寄り、そ
のバラを風車にして、皆さまへの配布活動を行っています。

連絡先：佐藤正義 03-3396-0188（Fax兼用）
携　帯：090-8317-8037
mail：satoh@rose-windmill.org
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どのような動機で活動を始められたのですか?

「バラの風車」を始められたのはなぜでしょうか?
これから考えていらっしゃることは?

団体としての活動は?

今回は、今川一丁目で「幸せを運ぶバラの風車（かざぐるま）」という任意団
体を立ち上げ、おり紙を通じて､子どもたちやご高齢者への地域支援活動
を続けている佐藤正義（さとう・まさよし）さんにお話を伺いました。
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「荻外荘は荻窪のまちづくりの決め手になるか」
　杉並区が購入した近衛文麿元首相の邸宅「荻外荘」。国の文化審議会がこのほど国史跡として
指定するよう答申したことで、改めて脚光を浴びています。近隣には大田黒公園や角川庭園があ
り、「歴史文化ゾーン」を形成しています。荻外荘を荻窪のまちづくりにどう生かしていくのか。
都市計画の専門家で、まちづくりプランナーの高見澤邦郎・首都大学東京名誉教授が解説します。

●日時：平成28年2月27日（土） 午後2時～4時
●場所：荻窪地域区民センター 第1・2集会室
 （詳細はp4の「講座案内」をご覧ください） 高見澤邦郎氏

荻窪まちづくり会議　～最終リポート～
　昨年12月9日、私と副代表4名にて田中良杉並区長に	「荻窪駅周辺地区まちづ
くり構想」を提案してまいりました。区長には構想取りまとめの経緯や苦労話、
そして構想の実現に向けた重点的な取組について説明させていただきました。
　ここまでこられましたのも2年半という長期にわたり会議に参加してきた会
員は元より、様々な貴重なご意見をいただいた地域の皆様方のご支援・ご協力
の賜物だと思います。ここに改めまして感謝申し上げます。
　さて、荻窪まちづくり会議では今年度残り2回全体会を行い、今後、どのよう
に構想と関わっていくかを議論していく予定です。今後も更なる皆様方のご支
援・ご協力をお願いいたします。

荻窪まちづくり会議代表　矢澤規充 田中区長に「荻窪駅周辺まちづくり構想」を提案

落語と曲芸の熱演を楽しむ ─恒例の「荻窪寄席」─
　年末恒例の「荻窪寄席」が12月13日（日）午後2時から、当センターの第1・2集会室で行われ、約80人の入場者にお
馴染みの金原亭馬玉さん（真打）の落語と翁家和助さんの曲芸を楽しんでもらいました。耳が不自由な人も噺の内容が分
かるようにと、高座脇のスクリーンにリア
ルタイムで字幕を投影するのが「荻窪寄席」
の大きな特長。馬玉さんは「三方一両損」
と「味噌蔵」の2題を披露。和助さんは解
説付きで曲芸を演じました。二人の年季が
入った芸に観客から「中途難聴で趣味が
何もできず絶望していた。今日は大声で笑
い楽しんだ」「字幕付きの落語は他にない。
毎年ありがたい」などとコメントをいただ
きました。 金原亭馬玉さん 翁家和助さん

講座

『キューバ大使	大いに語る』
1月16日（土）当センターの第1・2集会
室で、キューバ大使マルコス･ロドリゲ

ス氏の講演会が行われ、約80人の方々が参加されまし
た。大使のキューバへの熱い想い、日本との関わりなど、
約1時間の講演に聴き入りました。最後の質疑応答で、
大使はユーモアあふれる返答をされ、その思慮深く優
しい人柄を感じることができました。

　「会場いっぱいの皆さ
んに、キューバの政策、
国民、文化などについて
少しでも多く知っていた
だけたら幸いです」と想
いを込めて語られた講
演の要旨は以下の通り
です。
　1492年にコロンブ
スによって発見された

キューバは、400年にわたりスペイン帝国の植民地となり
ました。1898年スペインから独立しましたが、アメリカに
よる経済支配が続きました。1959年フィデロ・カストロが

キューバ革命に勝利し、真の独立を達成したのです。その
後アメリカとの対立は続いていましたが、2015年に正常な
外交関係を復活しました。
　キューバのルーツはスペインをはじめ、アフリカなどいく
つかありますが、現在のキューバはそれらが融合されてい
ます。音楽を初めとする芸術、伝統文化、料理、ラム酒など、
様々な魅力ある文化が人々を惹き付けています。緑豊かな
土地、トルコブルーの美しい海、そして、陽気でフレンドリー
な人々もキューバの宝と言えます。
　日本との国交はすでに80年を超えています。これからの
キューバと日本との更なる関係強化を思う時、両国に素晴ら
しい交流があり、お互いに親近感と人間的な暖かさがあるこ
とに誇りを感じ
ています。お互
いに島国の人間
として文化面、
国を愛する気持
ち、友情、世界
平和の努力など
非常に近い存在
なのです。

講演会

キューバ大使（左）


